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調査の背景

中国の武漢市で新型コロナウイルス感染症の第１例目の感染者が報告されたのは、2019年の12
月。それから３年弱が過ぎましたが、2022年９月現在、新型コロナウイルスは依然として私た
ちの生活を脅かし、子どもたちの生活や学びに影響を及ぼしています。

CRNでは、2021年８～11月に、日本を含むアジア８か国の５歳または７歳の子どもをもつ母
親を対象とした「子どもの生活に関するアジア８か国調査2021」を実施しました。先行する調
査や研究では、コロナ禍の長期化によって多くの子どもが心身に不調を感じ、「ウェルビーイ
ング（心身の良好な状態、幸福）」の実現が脅かされていることが明らかになっています。

そこでCRNは、アジア８か国の共同研究者とともに、コロナ禍における子どものウェルビーイ
ングの状況と、その実現に必要と考えられる「レジリエンス（困難な状況に適応して回復する
力）」に着目した調査を企画しました。国際比較を通して共通点や相違点を発見することで、
それぞれの国の実情に合った対策を検討することをねらいました。

*参加したアジア８か国：日本、中国、フィリピン、マレーシア、台湾、インドネシア、シンガポール、タイ

ウェルビーイングとは何か

調査結果をご紹介する前に、まず用語の解説から入りましょう。
「ウェルビーイング」とは、心身の良好な状態、幸福を指します。本調査では、QOL（Quality
of Life＝生活の質）を広く測定するKINDL尺度（Ravens-Sieberer & Bullinger開発）を使用し、
子どものウェルビーイングの状況を測定しました。KINDL尺度は「身体的QOL」「心理的
QOL」「自尊感情」「家族関係のQOL」「友達関係のQOL」「日常機能（学校や園）」という
６領域で構成されています。

レジリエンスとは何か

「レジリエンス」とは困難な状況に適応して回復する力を指し、立ち直り力、精神的回復力、
しなやかな強さ、折れない心、などと表現されることもあります。先行研究では、心の強さに
は「ハーディネス」と「レジリエンス」という、下記に述べる２種類があると言われています
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が、今回ご紹介するCRNのアジア８か国調査は、ハーディネスではなくレジリエンスに着目し
て実施しました。

＜２種類の"心の強さ"＞

ハーディネス：どんな逆境も跳ね返す屈強な抵抗力。ストレスの影響を受けない
レジリエンス：逆境にあってもストレスを受けても柔軟な心持ちで対応し立ち直る

レジリエンスには、逆境におけるレジリエンスと日常におけるレジリエンスの２つの側面があ
り、逆境では災害や病気からの、日常においては日々降りかかる苦境やストレスからの回復や
立ち直りを支える力となります。このレジリエンスという用語が日本で注目されたのは、
OECDのPISA調査です。ここでは、社会経済的背景が低いにもかかわらず良い成績をあげる生
徒について、「レジリエントな生徒」という言い方で表現されました。これが、日本の教育界
に「レジリエンス」という概念を知らしめたきっかけのひとつになったようです。

また東日本大震災以後の災害復興の文脈で、「レジリエンス」という言葉が広く一般に用いら
れるようになりました。2019年に出版されたOECDの"Educating 21st Century Children （21世
紀の子どもたちの教育）"の中で、レジリエンスは社会情動的スキルやデジタルリテラシーと同
列に位置付けられ、21世紀を生き抜くために必要なスキルとして語られています。2020年頃か
らは、新型コロナウイルスによるパンデミックが子どもにストレスをもたらしているという文
脈で、英語圏ではレジリエンスが取り上げられるニュースが多く見られるようになりました。

本調査ではPMK-CYRM-R尺度（カナダのResilience Research Centre開発）を使用し、子ども
のレジリエンスを測定しています。この尺度は、「子ども個人に関わるレジリエンス
（Personal resilience）」と「養育者等に関わるレジリエンス（Caregiver resilience）」の２領
域で構成されています。

コロナ禍での子どものウェルビーイングには、レジリエンスの育成が重要

ではここから、調査結果をご紹介していきます。調査は５歳または７歳の子どもをもつ母親を
対象に実施しましたが、すべての結果を紹介すると散漫になるため、本稿では５歳のデータを
抽出して行った分析に焦点を絞ります。

分析結果より、８か国共通で、子どものウェルビーイングにレジリエンスが関連していること
が明らかになりました（図１）。レジリエンスが高いほど、子どものウェルビーイング得点が
高いということです。図２は、８か国データの中から日本のデータを抽出して分析した結果で
すが、８か国共通で同様の結果が出ています。

■図１　子どものウェルビーイングとレジリエンスの関連

※両者の相関係数は、日本0.630、中国0.679、フィリピン0.468、マレーシア0.473、台湾0.659、 インドネシア

0.616、シンガポール0.691、タイ0.523（いずれも、p<0.001）
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ご意見・ご質問

ＣＲＮへのご意見・ご質問はこちら
へお寄せください。

ご意見・ご質問はこちら

メルマガ登録

メールマガジン「CRN通信」を購
読しませんか？子どもにまつわる耳
よりな情報をお届けします。

登録・変更はこちら
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後編へ>>

これらの結果から、コロナ禍のような困難な状況で子どものウェルビーイングを実現するに
は、レジリエンスを育むことが重要だと言えます。

後編では、このレジリエンスを育むための要因について、調査結果に基づきご紹介します。
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小川 淳子（ＣＲＮ研究員）

チャイルド・リサーチ・ネット（ＣＲＮ）研究員、ベネッセ教育総合研究
所研究員。
2013年よりベネッセ教育総合研究所に所属し、ＣＲＮを運営。近年はアジ
ア諸国の研究者からなるCRNA（Child Research Network Asia）を組織
し、アジア8か国の研究者との国際共同研究を推進している。
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この記事の関連記事

【速報】CRNA国際共同研究：アジア諸国にみる「ハッピー＆レジリエントな子どもをど
う育むか」

【日本】CRNA国際共同研究：アジア諸国にみる「ハッピー＆レジリエントな子どもをど
う育むか」 日本のカントリーレポート

CRNA国際共同研究：アジア諸国にみる「ハッピー＆レジリエントな子どもをどう育む
か」

研究室新着記事

【CRNA国際共同研究】子どものレジリエンスを育む保育実践に関する調査2024 結果報
告

【インドネシア】子どものレジリエンスと社会情動的スキルに対するインドネシアの保育
者の認識と取り組み

【中国】中国の幼児教育における洞察： 未就学児のレジリエンスと社会情動的スキルの
育成

調査データ 研究論文 海外の子育て CRNについて

(c) 1996-2025, Child Research Net

チャイルド・リサーチ・ネット（CRN）は、ベネッセ教育総合研究所の支援のもと運営されています。　
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